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第５回岡谷市基本構想審議会 会議録 

令和５年１１月２１日（火 ） 

午前９時３０分～午前１１時３０分 

市 役 所  ９ 階  大 会 議 室 

 

１ 開会 

  ○市民憲章唱和 

 

２ 会長あいさつ 

皆さんおはようございます。大変寒い中、またご多忙のところを、本審議会にご出席い

ただきまして本当にありがとうございます。 

本日は第５回目ということで、本年度の予定でいきますと後半に入ったわけでございま

す。何か先が見えてきたようで嬉しく思います。 

答申に向けて、ぜひご一緒に頑張っていただきますが、よろしくご協力お願いします。 

 

３ 会議事項 

 第５次岡谷市総合計画後期基本計画（案）について 

 （１）基本目標：人が集い、にぎわいと活力あふれるまち 

 （２）基本目標：安全・安心で、自然環境と共生するまち 

副会長（司会） 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

仲田企画課長 

 

 

 

会長 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

それでは、これより次第３の会議事項に入ります。 

ここからの進行は会長にお願いいたします。 

 

それでは、議事を進行させていただきます。 

本日の会議事項は、第５次岡谷市総合計画後期基本計画（案）について

です。 

今回は基本目標ごとに説明を受け、政策ごとの質疑としてまいります。 

（１）基本目標：人が集い、にぎわいと活力あふれるまち 

について事務局より説明をお願いします。 

 

（１）基本目標：人が集い、にぎわいと活力あふれるまち 

 資料：第５次岡谷市総合計画後期基本計画（案） 

（資料に基づき、Ｐ１０１～Ｐ１１７まで説明） 

 

それではまず、政策７ 産業の振興 計画（案）１０２ページから１０８

ページについて、質問・意見ありましたらお願いします。 

 

１０３ページで、まず成果指標の部分ですけれども、目標の部分が１年

間の単年度比較という形になっております。 

これが本当にどうなのかというところですけれども、施策の性格にもよ

ると思うんですけれど、経済政策の場合は、例えば５ヵ年の複数年の比較

の方がいいのではないかと思います。 

あと、後ろの方でも年間の販売数といったところの目標値もそうですけ

れども、経済の状況によって、単年度比較が正しい指標になるかどうかっ
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木下産業振興部長 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

原工業振興課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ていうのは、少し疑問だということです。 

目標値はもうこうして決まっているということであれば、結果として、

複数年を比較するというような形で、成果確認をする必要があるのではな

いかと思います。 

 

ご意見ありがとうございます。 

産業の部分は委員さんご指摘のとおり、外部要素、社会性とか国際部分

といったいろんな部分が絡んでくると思います。 

これまで同様に終了時というようなところに目標を置いていますが、い

ただいたご意見を参考にまた検討させていただければと思っております。 

 

ぜひ検討をお願いしたいと思います。 

続いて、１０３ページの一番上に、未利用地や工業適地の掘り起こしと

いうことで、企業の流出防止だとか企業誘致に努めるというところですけ

れど、この辺は、例えば流出が起きた場合だとか、企業誘致が整った場合、

掘り起こしをということでしょうか。 

それとも、日頃からそういう形で、ある程度確保する目安を立てている

というような形になるわけでしょうか。 

 

いつもありがとうございます 

未利用地、それから工業適地の掘り起こしという部分では、岡谷市内は

平らな土地が少ないということもありまして、広い土地を確保することが

非常に難しい状況です。 

しかしながら、現状、市内で未利用地としてまだ活用できるような部分

というのは、我々も市内を歩きながら、また航空写真等を使いながら、調

査をかけているほか、宅建協会等とも協定を結びまして物件の確保を行う

など、そういったところの掘り起こしというのは日々行っているところで

ありまして、そのような部分をご用意しながら、企業さんの方に当たりを

つけて、こういった土地があるといった紹介など活動はしているところで

あります。 

 

ありがとうございます。 

岡谷の場合、例えば大企業を誘致する上で、広い土地がどのくらい期待

できるかというところが、なかなか難しいと思うわけですけれども、ただ

どんな企業を誘致するにしても、ある程度そうした目途を立てておいて、

すぐに用意ができるというような状況は整えておく必要があると思いま

す。 

あと、産業集積がこの地域、岡谷に限らず諏訪地域の一つの岡谷、諏訪

らしさというところになるかと思います。 

産業が集積しているという点では、創業支援ももちろん大事ですけれど

も、廃業に対する防止といいますか、後継者の確保ですとか、そういった

ところにさらに重きを置いてもらえればありがたいなと思います。 

実際に、工業振興課の方もここ３～４ヶ月の中では、そういったアンケ

ートも取りながらやっているわけですけれど、そういったところに積極的

にアプローチしていただいて、例えば経営者が６０歳を過ぎているのに、

後継者がまだ決まってないというところが３分の２ほどあるという実態

もあるわけですので、そういうところに積極的にアプローチしていただい

て、そして、例えばＭ＆Ａというようなものに対する支援ですとか情報の

提供というのを積極的に進めてもらえばと思います。 
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会長 

 

委員 

 

 

小林農林水産課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

小林農林水産課長 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小林農林水産課長 

 

 

 

委員 

 

 

小林農林水産課長 

 

 

委員 

 

小林農林水産課長 

 

そのほかに質問等ありましたらお願いします。 

 

１０６ページの農業の関係で、現状と課題、そのとおりだと思うんです

けれども、今岡谷に農家というのは何軒あるのでしょうか。 

 

１０６ページの資料・データというところに、総農家数の推移というこ

とで出ておりますけれども、これは諏訪地方の統計要覧から取っているも

のでして、元は農林業センサスという５年に１回の調査になります。 

これを見ますと、令和２年度になりますが、総農家数は５１７軒という

ことになっており、この基準は、１０アール以上の田畑をやっている方と

いうようなことになります。 

さらにこの中で、６９軒が販売農家というような内訳になっておりま

す。 

 

岡谷で農家をやっているという人たち、実際に農業で生活しているとい

うのはどのぐらいでしょうか。 

 

特に、この販売農家というところが大きなところとなりますが、専業農

家兼業農家も含めて、生活の主な部分を農業に置いているという件数にな

っております。 

 

文章の細かいところですけども、１０６ページ、現状と課題の２つ目に、

農業の形態は比較的小規模な農家が大半を占めており、というところがあ

りますが、ここの比較的がどこにかかるかわかりにくいと思います。 

ここの比較的は取ってしまっていいのではないかと感じました。 

小規模な農家が大半を占めているというのが事実なので、この比較的と

いうのはどのように理解すればいいか少し文章を読んでいて疑問になっ

たところです。 

この項目は、岡谷で専業農家がどのくらいいるのかというあたりの支援

策になると思います。 

農業、漁業というものもクローズアップしていかなければいけないけれ

ども、実際は少し小さい部分になってしまうと思います。 

実際に、農業で飯を食べている、いわゆる生活をしている人がどのくら

いいるのかという背景をお聞きして、それに対して市がどのようにやって

いるのかというあたりを知ってみたかったというわけです。 

 

比較的という言葉ですが、これは今おっしゃるように紛らわしいとらえ

方をされるかもしれませんので、ここについてはまた考えたいと思ってお

ります。 

 

もう１点、主な取組の３番目にあります森林経営計画について、岡谷市

では昨年度どのくらい計画を採用できましたか。 

 

令和４年度は、モデル地区としまして、湊の花岡地区をやっております。

そこでの意向調査を行ったというような状況です。 

 

継続されているのでしょうか。 

 

はい。 
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委員 

 

小林農林水産課長 

 

 

 

 

 

会長 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小林農林水産課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

小林農林水産課長 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わかりました。ありがとうございます。 

 

それから先ほどの話の関係ですが、一定の生計を立てられる農家、それ

から意欲のある農家であります認定農業者が、今現在、岡谷市内に、法人・

団体が２軒、個人が１８軒、合わせて２０軒ございます。 

また、いただいたご意見は考えていきたいと思いますので、よろしくお

願いします。 

 

そのほかに質問等ありましたらお願いします。 

 

同じく１０７ページですが、主な取組が前期に書いてあることとほとん

ど同じです。 

ＫＰＩが前期とあまり変わらないように感じますが、ＫＰＩの値の考え

方がよくわからないのでお尋ねします。 

①の遊休農地面積について、今回、目標と現状が同じ値です。それが取

組に関してどういうＫＰＩ、評価になるのかがよくわかりません。 

②民有林年間間伐面積について、前期は６９．７ｈａを１３０ｈａにす

るという目標でありましたが、今回は終了時の目標が５倍ぐらいになって

いて、取組を何かしないとこうならないと思いますけれども、その辺の詳

しいことを教えていただければと思います。 

 

まず、遊休農地面積につきましては、同じ数字を目標値としているとい

うことで、確かに前期の部分につきましては、およそ１ｈａずつ遊休農地

を減らしていこうという目標がありましたが、現状を見ますと、いろんな

政策もやっているわけですけれども、とてもその状況に追いつかないとい

うことで、現状を維持していくということを、基本的に目標値として置き

換えたということであります。 

それから民有林年間間伐面積につきましては、今までは年間１３０ｈａ

を間伐していこうということを目標値に置いておりました。 

ただ、年間見ますと、およそ１００ｈａ前後で推移しているところでご

ざいますが、最終的に５年間で、これだけの施業をしていこうということ

で、およそ年間１２０ｈａになりますが、それを５年間ということで５倍

し、６００ｈａというところを目標値として設定しております。 

 

わかりました。５年間累計と追記していただければと思います。 

よろしくお願いします。 

 

承知しました。 

また、そちらの方も修正していきたいと思っております。 

 

施策７－２の基本構想で「暮らしに彩りと潤いがあふれ、「楽しい」があ

るまちをめざします。」とあり、本当に同感でございますが、それが基本計

画ではどうやって取り組んでいくのかお伺いしたい。 

もう１点は、昔西山田村というのがあって、その財産を中屋、中村、横

川の３区で管理しております。 

そこに１００ｈａ弱の山がありまして、県行造林ということで７０年育

林をしてまいりました。 

それは本来なら４０年とか５０年で引き取る話を、当時材木の価値が低

いということで延ばしてきて、７０年経って、いよいよ県が我慢できない

から引き取れとなった。半々の利益で、これを引き取ったらいくらになる
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山田商業観光課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小林農林水産課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かと計算をしてもらったら、１０万円にならないのです。 

山が悪いということもあるんですけども、有害鳥獣の問題もあります。

カラマツやなんかはシカに小さいうちに食べられてしまい、大きくなって

も製品にならないのです。 

今、有害鳥獣はクマが全国的に大変な話題になっておりますけれども、

この辺のところで、クマを殺してはいかんとかって騒ぎにならないよう

に、しっかりした方向性を持たせてもらった方がいいと思います。そのシ

カ、クマといった有害鳥獣に対して、どうやっていくかをお伺いしたいと

思います。 

 

ただいま、現行岡谷市商業活性化計画というものがございまして、これ

が今年度末をもって終了することから、現在、第２次岡谷市商業活性化計

画の策定を進めているところでございます。 

現行計画では、本市の商業の将来像としまして、『人が集い、くらしに彩

りと潤いがあふれ、「楽しい」があるまち』、こちらを掲げております。 

第２次の計画につきましても、この将来像は引き継ぐ予定で今考えてお

ります。 

その中で、お買い物をするなら岡谷、楽しむなら岡谷、お店を出すなら

岡谷、お店を続けるなら岡谷ということをキーワードとしまして、主に商

店街の魅力向上でしたり、消費者満足度の向上、商業組織の連携強化に取

り組んでまいりたいと考えております。 

 

鳥獣被害の状況でございますが、年間で、例えばニホンジカですと、目

標の捕獲頭数を５３０頭ということでやっております。そのほか、イノシ

シだとかハクビシンとかもおりますけれども、ニホンジカが一番多い状況

であります。これは令和５年度から７年度までの目標値として持っている

ところであります。 

今、この施策の中に鳥獣被害防止の対策というようなことも入っており

ませんので、会長さんがおっしゃられたようなことは、大綱の方に、その

ような言葉も付け加えながら、大きなところでうたっていくことかなと思

っていますので、そのように検討していきたいと思います。 

 

ありがとうございます。 

そのほかに質問等ありましたらお願いします。 

 

１０２ページ、１０３ページをお願いいたします。 

私の思うところで恐縮ですけれども、１０２ページに、経営者の高齢化

が進んでおり、事業の継続に向けた対応が必要となっていますと記載して

ございまして、１０３ページの真ん中に、事業承継支援ということを記載

していただいておりますが、今回後期基本計画がこれでスタートして終了

年度の５年後を想像した時に、相当数の経営者さんが高齢化されて、まさ

に岡谷のものづくりの基盤産業の核となる会社さんが、どんどんなくなっ

ていってしまうのではないかということを金融団としても日々非常に懸

念しているところでございます。 

そういった中で、各企業さんが事業承継というのは主体的に考えていく

べきものであって、なかなかどういったご支援をというのは難しいのです

けれども、今の産業の集積、それから技術、こういったものをやはり岡谷

で続けていくためにも、ぜひ各関係機関と連携しながら、大きなテーマと

とらえて、ぜひご協力をさせていただきたいと思いますし、行政としまし

てもそちらのご支援に対して、ぜひ積極的にご対応いただければというお
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委員 

願いでございます。要望でございます。 

 

そのほかに質問等ありましたらお願いします。 

それでは、次の政策８ 地域資源の活用 計画（案）１１０ページから  

１１３ページについて、質問・意見ありましたらお願いします。 

 

１１３ページ、観光の振興ですけれども、観光情報の発信のところ、訪

日外国人観光客に対応した情報発信と誘客活動に努めますとありますが、

具体的なちょっとイメージができないものですから、もしお考えになって

いるところがあればご教示いただきたいと思います。 

 

現在、観光パンフレット等を外国語、英語、中国語で作成をして配布を

しているところでございます。 

また、岡谷市の観光協会のホームページ上では、英語バージョンのパン

フレットをダウンロードできるように情報提供しているところでありま

す。 

インバウンドの関係につきましては、諏訪地域観光連盟、そちらの中で

インバウンド部会というものをご用意しておりまして、そちらでいろいろ

と共同で事業を進めております。 

例えば、修学旅行の誘致ということで、海外へ行ってＰＲをしている機

会もございますので、そういったところで積極的な情報発信に努めてまい

りたいと考えております。 

 

ありがとうございました。 

 

そのほかに質問等ありましたらお願いします。 

 

関連して質問させていただきます 

私も他の市町村に比べて外国人の方が岡谷に来ることがあまりないよ

うに感じております。 

それで、ＪＮＴＯ（日本政府観光局）という外国人観光案内所カテゴリ

ーというのがありまして、県内では長野、松本しかカテゴリー２になって

いません。 

カテゴリー２にすれば、それだけで外国人の気を引くと思うのですが、

そういうお考えはないでしょうか。 

 

やはり長野と松本のカテゴリーが高いというのは、長野には善光寺、松

本には松本城、そういった大きなシンボルがあります。そういったところ

で成田空港を利用するお客様の滞在地の中では、やはり長野、松本という

のは必ず入ってくるというように伺っております。 

諏訪湖周のものになりますけれども、岡谷市には諏訪湖というものがご

ざいますので、そういったものは一つのシンボルになってくると考えてい

ます。 

これから湖周のサイクリングロードも全面開通しますし、少し延びてお

りますが、スマートインターチェンジも完成することを見据えまして、諏

訪湖周を使ったものをぜひＰＲをしていきながら、カテゴリーが上がるか

どうかというのは何とも言えないですけれども、積極的にＰＲはしていき

たいと考えております。 

 

ありがとうございます。 
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諏訪、茅野を含めて連携した活動が重要なのかなと思います。諏訪も茅

野もまだカテゴリー１のままなので、３市のうちのどこか１つでもカテゴ

リー２を目指していただくようなことがあれば、だいぶ変わるのかなと感

じております。ぜひお願いします。 

 

そのほかに質問等ありましたらお願いします。 

それでは、次の政策９ 働く環境の充実 計画（案）１１４ページ、   

１１５ページについて、質問・意見ありましたらお願いします。 

 

１１４ページ、現状と課題で、従業員数は回復傾向にあり、と２番目に

あって、本市の従業員数の推移ということで、資料・データのところにグ

ラフがありますが、平成２８年から令和３年の５年で、２１，５００人が

２５，０００人にぐっと増えております。 

文章もそうですが、こんなにぐっと増えるものかなと少し疑問にあった

のですが、出典の確かさとか含めて、この数字どおりに捉えていいものな

のか教えていただきたいです。 

 

平成２８年から令和３年のデータは経済センサス活動調査、事業所・企

業統計調査ということで、その中で実際に公表されている数字になりま

す。 

この２５，０５６人という部分は、業種としては製造業、建設業、教育

学習支援等、あと医療の関係も含めまして、業種は幅広く含まれておりま

して、その中でも製造業という部分が増えておりますが、減っている部分

でいきますと、飲食業、宿泊業というのが減っており、それ以外の部分は

結構大幅に増えている結果となっております。 

コロナというところもありまして、そういった部分の業者さんの人が減

ったかなという部分考えられます。 

やはりこの地域、有効求人倍率も非常に高く、県内の有効求人倍率より

も高い状況であり、全国的にも高いということで、そういう部分では増え

てきたというような状況です。 

 

わかりました。ありがとうございます。 

 

そのほかに質問等ありましたらお願いします。 

それでは、次の政策１０ 移住・定住の促進 計画（案）１１６ページ、

１１７ページについて、質問・意見ありましたらお願いします。 

 

ＫＰＩの件で質問をさせていただきます。 

移住相談件数が９６件ということで、変化を見ても、だいぶ相談件数が

伸びているということなので非常にいいと思いますし、移住者の数も増え

つつあるということでよろしいと思います。 

ただ、少し見方がわからないですけれど、６２名の方が令和４年度に移

住をされたということなので、ご夫婦だと考えて３０件、お一人だと６２

人ですから、そうすると相談に来た人の中で、すごく乱暴に考えて、お二

人だとすると相談のうちの６０件ぐらい、それから全員がお一人だとする

と３０件ぐらいが、相談があったけれど来なかった、まだ来られてないと

いう方がいらっしゃるということになると思います。 

その中には、まだ継続中であったり、考え中というような方もいらっし

ゃるかと思いますが、明らかに移住されないという決断をされたという方

も中にはいらっしゃると思います。 
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その時に、どの辺がネックになったかというような聞き取りというか、

理由の明確化というか、その辺のところは何かできているのでしょうか。

もしできていないとすると、ぜひしていただきたいと思いますし、できて

いるのであれば、それが次の取組の具体的な策に当然反映されてくるとい

うことになろうかと思いますので、その辺のことを教えてください。 

 

ちなみに９６件中６２人ですが、世帯でカウントすると３８世帯という

状況でございます。 

私ども、昨年度から地域創生推進課という移住担当の課をつくりまし

て、積極的に東京圏また中京圏等に出向いております。 

先日も報道にありましたように、今移住の希望で一番多いのはやはり長

野県ということがございまして、ブランドでいきますと諏訪地域でいけば

やはり原村、富士見というところがブランドというような形で人気がある

わけであります。 

そうした中で、私ども岡谷市も積極的にそういうところに参加をしまし

て、お話を聞いているという形であります。 

やはり移住には、いろんな条件があります。働く場所が必要だというこ

と、住まいの関係、生活の面でいけば畑があった方がいいだとかいろいろ

ありますけれども、今私どもでやっているところでいけば、岡谷市の状況

をお知らせしているというような形であります。 

そうした中で、全部聞き取れてはおりませんけれども、やはり畑を希望

される方はどちらかというと原村だとかそちらの方に行かれているのか

なと思いますし、仕事といった場合には、岡谷市の方が工業の部分があり

ましたり、創業の支援もしているということで、来ていただいているとい

う形であります。 

今現在取り組んでおりますけれども、またそういうところで移住につな

がったことについても原因を調べながら、進めていきたいなと考えている

ところでございます。 

 

はい。ありがとうございます。 

おっしゃるとおり１件１件、皆さん事情も違うと思いますし、世代によ

っても違ったりとかということだと思いますので、ぜひその辺はせっかく

ご相談いただいた方で生の情報だと思うので、積極的に聞き取りをしてい

ただいて、具体的にその辺の内容をはっきりさせていくと、もしかすると、

世代ごとにこういう世代にはこういう条件を具体策として充実させてい

けばいいとかというようなことも出てくるかもしれないと思います。 

ぜひそのような観点でお願いができればと思います。よろしくお願いし

ます。 

 

そのほかに質問等ありましたらお願いします。 

それでは、議事を進行させていただきます。 

（２）基本目標：安全・安心で、自然環境と共生するまち 

について事務局より説明をお願いします。 

 

（２）基本目標：安全・安心で、自然環境と共生するまち 

 資料：第５次岡谷市総合計画後期基本計画（案） 

（資料に基づき、Ｐ１１９～Ｐ１３３まで説明） 

 

それではまず、政策１１ 安全対策の推進 計画（案）１２０ページから

１２５ページについて、質問・意見ありましたらお願いします。 
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１２１ページの防災の取組というところで質問させていただきたいの

ですが、行政と地域との連携ということで、市の職員の方は、担当地区と

を作って、地域の方との接点をつくっているかどうかについて、少しわか

らないので教えていただきたいと思います。 

 

今、行政と地域の連携ということでご質問いただきました。 

市といたしましては、平成１８年の豪雨災害から、各地区に地域連絡員

を２名決めておりまして、万が一、災害があった時には、各公会所に行き

まして、地域の方と市との間の連携、情報提供を行うというのを含めて、

今進めているところでございます。 

 

ありがとうございました。 

実は災害ではないんですけれども、私の家の裏に中山道が通っており、

農業用水路も一緒に通っております。 

大雨の時には、川が氾濫とまではいかないんですけれど、水位が上昇し

まして、舗装はされていないので、採石が流されてしまいました。 

私も何年も前ですけれども、区の役員をやっていましたので、市の土木

課にこういうことで困っちゃっているんですと相談したら、予算がないか

らそこまで面倒を見ることはできないと言われて帰ってきたことがあり

ました。 

それで、そのことを区や近所の方に話したら、そういうところに勤めて

いらっしゃる方が採石を寄付してくださって、それを敷いてありますが、

いつまた流されてしまうかわからないという状況であります。 

そういう地区の担当の方が市にいれば話しやすいということがありま

すし、予算がないでは済まされずに、上まで話を持っていってくださるの

ではないかと思い、この質問をさせていただきました。 

地区の担当の方がいるということなので、それを区の方にも周知してい

ただいて、皆さんも何か困ったことがあったら、その担当の方から行政の

方に入っていくというようにすれば、より良くなるのではないかと思いま

した。よろしくお願いいたします。 

 

今申し上げたのは、災害があった場合、地域連絡員というものを置いて、

区と行政といろんな情報の連携をするということでございます。 

地域でいろんな困り事等があるかと思っております。その場合には、区

を通していただいても構いませんし、直接担当課の方に連絡していただい

ても構いませんし、いろんなやり方があるかと思っているところでもござ

います。 

予算がないということではないと思っておりまして、なるべく、区の方

だとか、市民の皆様方の要望には応えていきたいということで、毎年この

時期だとは思いますが、各２１区の区長さんから市の方に、この道路を直

していただきたいだとか、水路を直していただきたいといった要望をいた

だいておりますので、そういったところの中で、段階的にやっているとい

うことでご理解いただきたいと思っているところでございます。 

 

どうもありがとうございました。 

 

そのほかに質問等ありましたらお願いします。 

 

１２２ページで、防災訓練参加者数というところですけれども、防災訓

練というのは区が主体として、今やっていると思います。 
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でも区に入ってない方は市でどのような対応をしているか教えていた

だきたいです。 

 

今、区に入っていただけない方が少し多くなっておりまして、大体８割

程度は区への加入をしていただいておりますけれども、残りの２割の方が

区に加入をしていないというような状況であります。 

当然のごとく、市といたしましては、区に加入していただくための努力

等をしておりまして、例えば、転入した場合は、市民生活課でいろいろな

パンフレットを渡したりだとか、必要に応じて各区に連絡をしたりといっ

た部分をやっております。 

区に参加してない方の防災訓練への参加ということになってまいりま

すと、基本的には状況の把握はしていませんが、１２２ページにもあるよ

うに、とにかく我々としては、自らの身は自ら守るということがもう最前

提というように思っております。 

その中で一つとしては、各区で行います防災訓練への参加者を多くした

いということ、もう一つは、メール配信＠おかや等の登録者数を増やして、

災害から自分の身を守っていただきたいという考えを持っているところ

でございます。 

区に入ってない方をどうしようかという部分になってまいりますが、こ

れは従来から課題になっているところでもございます。 

今は、ＹｏｕＴｕｂｅ等もあり、いろんなところで動画配信等もしてい

る部分もあるんですけれども、我々としても、これは今、大きな課題と思

っているところでもございますので、どうやって区に入っていただく方を

増やしていくか、それも一つの大きな課題でありますし、区に入っていな

い方の防災訓練等をどう参加させていくかというのは、いろいろな課題を

持っているところでありまして、いろんなところの自治体を聞きながら、

対策を講じてまいりたいと考えるところでございます。 

 

わかりました。もう１点続けてですが、１８歳から３０歳の消防団の団

員数ということで、今減少していて増やしたいということですけれども、

実際消防団で勧誘に行きますと、親がみんな消防団は駄目ですという話が

出るんです。本人には全然話が通らなくて、親がみんな断ってしまう、こ

れは現実なんです。 

ですから、昔はお風呂の入浴券とかあったんですけども、消防団に対し

て、もう少し援助というか対策があった方が勧誘はしやすいのではないか

と思います。 

現状だと、若い人を入れるには大変難しいと思います。どんな考えがあ

るかお聞かせください。 

 

消防団の団員数の関係でありますけれども、ここで少し減少傾向という

ことでありまして、目標値としましては、１８歳から３０歳の方を、８４

人から１１０人に増やしたいというようなことであります。 

消防団の勧誘につきましては、当然行政でも、また各区の分団のＯＢの

方、幹部の方々がそれぞれ地域に回って、いわゆる加入の促進等をしてい

るところでもございます。 

そういった中で、ここ数年で、火災があった場合の出動手当について、

１日出動した場合は、８，０００円にしてあるとか、年額の報酬について

は、従来は団員で申しますと、２６，０００円だった報酬を約１万円引き

上げるといった処遇の改善も行っているところでございます。 

また、今は法被ではなくて、活動服というものも支給したり、またそれ
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に伴う作業着的なものもやっております。 

また、各種講習会というものがありまして、チェーンソーの講習会等も

引き続きやっているということであります。 

話にもありましたが、ロマネットの入浴券については、昨年から終わら

せていただいた部分があるんですけれども、実は消防団員のサポートショ

ップというのが５７店舗あるんですけれども、いろんなお店がございま

す。そこで消防団員でありますと、優遇、例えば少しまけていただいたり

などもやっているところでございますので、引き続き、消防団員の処遇改

善に向けましては、消防団員の幹部の皆さんと協議をしながら、しっかり

と対応していきたいと考えております。 

 

ありがとうございます。 

 

そのほかに質問等ありましたらお願いします。 

 

１２０ページ、１２１ページに、自主防災組織という言葉が何回か使わ

れていますが、これは何を指すのでしょうか。 

ちょっと難しく感じてしまいますので、区では駄目でしょうか。 

 

この自主防災組織というのは各２１区にそれぞれ組織された組織にな

っておりまして、我々は、区と自主防災組織はイコールではないと思って

いるところでもございます。 

各区に自主防災組織を作っていただきまして、各区と市と協議をしなが

ら、また連携しながら、もし災害等あった場合は、各区の方々も、ともに

災害対策をしていきたいということの中で作った組織でございますので、

今のところはこのような形で進めさせていただけたらと考えております。 

 

では、自主防災会というようにズバッと言ってしまうわけにいかないで

すか。組織というと難しく捉えてしまいます。 

我々非常事態の場合は、当然区の方に行って、組織的に動くのは自主防

災会の規定で動くというルールになっているものですから、組織というと

何か別にあるのかというように私は捉えたので、例えば括弧して区だと

か、そういったようにわかりやすくできないものかなということでござい

ます。 

 

わかりにくいというお話がございましたので、我々として検討させてい

ただくということと、２１区の区長さんとも意見交換しながら検討してま

いりたいというように考えております。 

 

１２１ページの大規模な災害への備えというところで、流域治水、砂防、

治山を含めたさまざまな対策を積極的に進めるというように書いてあり

まして、この辺は災害リスクの高いところを個別計画のところに落とし込

んで、そして計画を進めていくという理解でよろしいでしょうか。 

 

直近の令和３年８月の災害でも、河川、特に山側の河川が氾濫しまして、

土砂が下に流出して下流域で閉塞して、水害が起こったというような状況

から、令和４年度から計画的に、河川災害防止対策事業と言いまして、河

川の上流部の自然護岸の部分をコンクリート等の構造物に改修する計画

を年次計画的にやっております。 

現在、７河川を予定では７年計画でやろうと思っていましたけれども、
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資材価格の高騰という部分がございまして、なかなか延長を稼げないとい

う部分がございますので、もう少し延びるかもしれませんけれども、まず

はそういった河川の上流部の改修を計画的に行って、安全なまちにしてい

きたいと考えております 

 

ありがとうございます。 

ぜひそういう形で計画的に進めていただきたいと思うんですが、その施

策展開のための個別計画というのがそれぞれの施策に対してありますけ

れども、これ全体に渡って、この個別計画に対しての成果指標というのは、

また改めて設定されるわけでしょうか。 

 

例えば１２２ページのところに、施策展開のための個別計画とあります

が、計画の性格にもよりますけれども、目標値が立てられるものについて

は、それぞれこの個別計画の中でまた目標設定をしているものと、計画な

んですが目標設定が難しいものもありますので、その計画に応じて対応し

ているというところであります。 

 

ありがとうございました。 

 

そのほかに質問等ありましたらお願いします。 

それでは、次の政策１２ 環境保全の推進 計画（案）１２６ページから

１３１ページについて、質問・意見ありましたらお願いします。 

 

環境の関係で１２７ページの主な取組にカーボンニュートラルがあり

ます。 

なかなか大変な部分なので、一つの課だけではとてもじゃないけれども

抱えるような状況じゃなくて、本当に市民、国民全部がその方向性を取ら

なきゃいけない問題なんですけども、例えば１０３ページに工業の関係

で、カーボンニュートラルという言葉があって、これは各企業さんもある

程度担っていただきたいという部分だと思うんです。 

いわゆる工業の切り口から、その企業に対して、環境の問題を考えてく

ださいということだと思うんですけども、ちょっと私の心配するのは縦割

りはどうかというあたりです。 

例えば、各課がありますけれども、同じ目標があるならば、いろんな関

係するところはどういうように連携をとって、実際できているのかという

ことを確認して、そこら辺を１２７ページに、関係課連携を図り、とか入

れていただくと、とても安心できるのですけど、いかがでしょうか。 

 

委員さんご指摘のように、当然、市民環境部、環境課だけではできない

部分でございます。また行政だけでもできず、企業の皆さん、また市民の

皆さん全員巻き込んでいかないと、カーボンニュートラル達成できないと

いう部分、当然でございます。 

そんな中で、特に庁内の連携という部分につきましては、施策展開のた

めの個別計画というものがありますけれども、第４次岡谷市環境基本計画

ですとか、地球温暖化対策実行計画というものがあります。 

この計画につきましても、それぞれ策定にあたっては関係部署に関わる

部分すべて入っておりますので、関係課と連携を図りながら、計画を立て

ております。 

また、推進にあたってもその実績等も各課から吸い上げながら、課題を

汲み上げながら、年度更新していくということでございます。 
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また、企業さん含めましては、例えば工業振興課を通じて、企業さんの

動向、状況も把握をしながら、対応しているというような状況でございま

すので、よろしくお願いしたいと思います。 

 

連携をよろしくお願いします。 

 

そのほかに質問等ありましたらお願いします。 

 

施策１２－２の自然環境の保全、１２８、１２９ページで二つほどあり

まして、１点目が、諏訪湖一斉清掃ですけども、私、２度ほど出たことが

ありまして、その時、１，０００人出たかどうかはわからないですが、多

数いらっしゃいましたが、出ている方は、ほとんどやることがないんです。 

これ１，０００人を３，０００人にしたからといって、環境に影響があ

るかっていうとそうでもないように感じております。 

例えば、やり方を工夫して、一斉じゃなくて分けるとか、重点項目を変

えるとか、ぜひそういう検討をしていただきたいと思います。 

あと２点目です。ヒシ除去事業ですけれども、１２８ページの方では、

県や環境団体などが実施するヒシ除去事業などが行われておりって書い

てありまして、１２９ページの自然環境の保全のところでは、ヒシ除去事

業などによる諏訪湖の環境改善を図りますと書いてありますが、これはヒ

シ除去事業を県や環境団体に任せるということでしょうか。 

私、ヒシ除去事業にも１度だけ出たことがありまして、環境団体がやる

のは、はっきり言ってデモンストレーションです。 

市民の意識向上とかにはつながっていると思いますが、本当にヒシを除

去したいなら、市か行政かで事業としてやらないといけないと思います。

その辺のお考えをお聞かせいただきたいです。 

 

１点目の諏訪湖清掃の関係ですが、人数を増やしたところでどうかとい

うお話をいただきました。 

確かに諏訪湖のごみもかなり少なくなってきております。当初は大型の

ごみがあったりとか不法投棄があったりということで、徐々に改善してき

ていると思っています。 

これも市民活動の一環が、諏訪湖を綺麗にしているということもありま

すので、そういう点からも皆さんに参加いただいて、身近な諏訪湖から環

境を綺麗にしていくという意識向上に非常につながっているものと思っ

ています。 

また、現在大型ごみがなくなっているというお話をさせていただきまし

たが、実は小さなプラスチック、今問題となっておりますマイクロプラス

チック問題、これもよくよく見てみますとかなりあります。 

これから諏訪湖清掃をやる時には、環境の意識、それとマイクロプラス

チック、そちらの方も重点的に、皆さんに周知しながら、さらに環境の意

識を高めていくという考え方でいきたいと思っております。 

諏訪湖一斉清掃の参加人数だけではなくて、それぞれエコクラブとか環

境セミナーという部分もやっておりますので、総合的に１年間通じて、環

境の意識の向上というものをしているところでございます。 

２点目のヒシ除去の関係です。これは確かに市でやっているものは、環

境啓発的なものが主となっております。 

大体１回で１トン程度の収穫をしているわけですが、やはりそれではと

ても追いつかないということで、県もだいぶ意識が変わって、今年もかな

りのヒシ除去をしているところです。 
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これも先ほどと同じように、市民団体が頑張っていろいろ継続してきた

という部分が、県を動かしてきているというところもあると思います。 

引き続き、県の方もヒシ除去に関しては、多くのヒシ除去をしておりま

すし、今後どのような方法がいいかという形の中で、実験的に、時期がど

うなのか、場所がどうなのかということも検討を踏まえながら、ヒシ除去

に対して、事業を進めていくという段階になっておりますので、よろしく

お願いいたします。 

 

わかりました。ありがとうございました。 

 

諏訪湖のヒシの問題自体は、県の関係で市では手が出ないんです。 

私も１０年もずっとヒシ取っていて、面白いので、１回出ましょう。 

ずっとやっているんですけど、確かに啓発事業なんです。 

あれは市民が一生懸命手でやっていますけれども、あれだけのものだか

ら、ろくに取れないんです。県が一生懸命刈り取り船を持ってきてやって

おります。 

だから、おそらく我々がいろいろ言っても県に相談しなければ、これは

できないというように我々は捉えています。 

私も年寄りだけど１０年やってますから、ぜひ１回来て、やってもらっ

て、ボートに乗って落ちないようにやってもらうというのはいいと思いま

す。 

 

１２６ページ、現状と課題の２番目、再生可能エネルギーの具体的な導

入目標を定めるとありますが、時期、目標数値等の取組はどうなるのか教

えてください。 

 

再生可能エネルギーの具体的な導入目標を定める、その取組ということ

でございますけれども、現在、今年度ですけれども、環境省の補助金を活

用いたしまして、岡谷市の温室効果ガスの排出量の将来推計ですとか、再

生可能エネルギーの導入の可能性などの調査分析を行います、再生可能エ

ネルギーポテンシャル調査を行っているところでございます。 

これは、今後、太陽光ですとか、水力などの再生可能エネルギーをどの

くらい、どのように導入していくのかというところ等の調査を行うという

こと、またその課題や施策等を洗い出すということで、本市の状況に即し

た温暖化対策を進めていくための基礎調査ということでございます。 

この調査に基づきまして、具体的な導入目標等を定めまして、令和６年

度を予定しております、第５次岡谷市環境基本計画の策定、また、第２次

岡谷市地球温暖化対策実行計画の見直しに、このポテンシャル調査の結果

を反映していきます。 

その中で、具体的な数値目標等も定めていきたいと考えておりますので

よろしくお願いいたします。 

 

そのほかに質問等ありましたらお願いします。 

 

諏訪湖の観光に関わる部分ですけれど、前は下浜のところはずっと渚で

したが、今は木が生えて見た目が悪いし、景観が良くないです。 

これは観光に来たお客さんに対しても非常にいい気分ではないと思い

ます。 

前はずっと渚だったところが、今は木が生えております。そこを何とか

県の方で除去できるようにしていただけないでしょうか。 
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委員さんご指摘のところですけど、確かに本当に自生樹木が生えて、非

常に景観上よくないという形で、地域住民の方からもいろいろ要望をいた

だいておりまして、私どもの方から管理をする諏訪建設事務所にその旨は

その都度伝えておるんですけども、人手と予算がという部分で、なかなか

手につかないというような状況です。 

ただ、あのままではよろしくないという部分ございますので、引き続き、

県にはしっかり要望してまいりたいと考えておりますので、よろしくお願

いします。 

 

よろしくお願いします。 

 

そのほかに質問等ありましたらお願いします。 

それでは、次の政策１３ 居住環境の充実 計画（案）１３２ページ、  

１３３ページについて、質問・意見ありましたらお願いします。 

 

１３２、１３３ページの居住環境の充実のところですけども、前期の取

組で、都市景観の創造という項目があったんですが、今回それが入ってな

いように思います。 

都市景観に関しては、もう重点項目ではなくなったのか、その辺をお聞

かせ願いたいです。 

また、主な取組に都市景観は入っていないんですけれど、１３３ページ

の個別計画には、岡谷市景観形成基本計画があります。これは引き続き何

か取組をやられているのか、その辺をお聞きしたいです。 

 

景観の部分につきましては、なかなか住民の皆さんの協力が必要だとい

う形がございまして、今回、具体的な施策という部分でなかなか打てる部

分が少ないということで計画から落とさせていただいております。 

ただ一方で、過去にも市が分譲した団地等は建築協定を結びまして、同

じまち町並みを作りましょうとか、あと、昔の湖畔若宮土地区画整理の区

域内を今は湖畔若宮地区計画となっていますけども、そこの部分につきま

しても、建物の高さの限度を定めたり、塀とか柵の高さ何メートルにしま

しょうというような、計画に配慮した一定の計画を持っています。 

したがって、引き続き、まちづくりと地域の住民の皆さんの意見を聞き

ながら、この景観形成基本計画に基づいて、景観に対する施策は打ってい

きますので、この中から落ちておりますけれども、しっかりやっていきた

いと考えておりますので、よろしくお願いします。 

 

ありがとうございます。 

 

そのほかに質問等ありましたらお願いします。 

 

（質問等なし） 

 

以上で本日の会議事項は終了になります。 

どうもありがとうございました。 

 

会長ありがとうございました。 

それでは、全体を通して委員の皆様から何かありますでしょうか。 

 

（発言なし） 
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副会長 

そのほか、事務局から連絡事項等ありましたらお願いします。 

 

まず１点目、お手元に、前回同様、岡谷市基本構想審議会 質問・意見 連

絡票という用紙を配付しております。 

本日発言できなかった質問・意見等がありましたら、各回の審議会ごと

に連絡票を作成しておりますので、こちらの連絡票でご報告をいただけれ

ば幸いです。 

提出につきましては、ＦＡＸ、メールのほか、次回審議会のご出席の際

等にお持ちいただいても構いません。 

２点目です。次回、第６回岡谷市基本構想審議会についてのご連絡です。 

お手元に開催通知を配付させていただいております。 

日時場所につきましては、令和５年１１月２７日（月）、午後１時３０分

から、会場は今回と同じ９階大会議室でお願いいたします。 

審議箇所につきましては、基本目標 快適な生活を支え、住み続けたいま

ち、計画案の１３５ページから１４４ページと、基本目標 みんなでつく

る、確かな未来を拓くまち、計画案の１４５ページから１６２ページと、

重点プロジェクト、計画案の６２ページとなります。 

恐れ入りますが、審議箇所につきましては、事前にお目通しをいただき

ますようお願い申し上げます。 

なお、ご報告いただいております出欠席に変更が生じた場合、恐れ入り

ますが、事務局までご連絡をお願いいたします。 

３点目です。前回、第４回審議会の会議録を配付させていただいており

ますので、ご確認をお願いいたします。 

事務局からの連絡は以上でございます。 

 

ありがとうございました。今の連絡事項に関して委員の皆様から何かあ

りますでしょうか。 

それでは、閉会の挨拶を副会長お願いいたします。 

 

それでは以上をもちまして、令和５年度第５回岡谷市基本構想審議会を

閉会といたします。皆様、お疲れ様でした。 

 

 


